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2 2元分割表とピアソンの統計量
2.1 略解:クロス集計表とピアソンの χ2 統計量

χ2 = 5/4

3 回帰分析
今日の目標

• 線形単回帰分析の手順と意味が説明できる.

• R Commander で回帰係数と寄与率が求められる
• 世の中にある 2変数データを前処理して, R Commander で回帰係数と寄与
率が求められる

■R Commander メニュー探検

• グラフ > 散布図
• 統計量 > 数値による要約

– mean=平均
– sd=標準偏差

• 統計量 > 要約 > 相関行列 > ピアソンの積相関 (係数)

• 統計量 > モデルへの適合 > 線形回帰
– Intercept=切片=β̂0.

– x=β̂1.

– Residuals=残差
– Leverage=テコ比
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3.1 quiz:線形回帰

次の 2変数データ (x, y) を考える.

x 0 1 2 3 4

y 2 8 9 15 16

1. 平方和および偏差和 Sxx, Syy, Sxy を計算しよう.

2. 線形単回帰 ŷ = β̂1x+ β̂0 の回帰係数 β̂0, β̂1 を求めよう. 寄与率 R2 を求めよう.
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